
片山 晶博 

6) 御津医師会学術講演会                              2023 年 2 月 14 日 

糖尿病・代謝内科医からみた ARNI への期待 

片山 晶博 

7) 地域で考える糖尿病 Web セミナー                         2023 年 2 月 9 日 

地域で考える SGLT-2 阻害薬活用戦略 

武田 昌也 

8) 岡山県医師会認定かかりつけ医研修会                         2023 年 2 月 5 日 

脂質異常症 

肥田 和之 

 

座長 

1) インスリン治療 Update                                    2022 年 7 月 19 日 

片山 晶博 

2) 第 1 回 GLP-1 Update Webinar                         2022 年 7 月 21 日 

片山 晶博 

3) 御津医師会学術講演会                              2022 年 9 月 15 日 

片山 晶博 

4) 岡山糖尿病 Web カンファレンス                              2022 年 6 月 20 日 

武田 昌也 

5) 腎臓内科×糖尿病・代謝内科 Joint Forum                  2022 年 6 月 21 日 

武田 昌也 
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総合診療科                                医長 竹山 貴久 

 

● 診療科の特色 

１． 受診すべき科がわからないときに内科初診外来として専門科へつないでいます。 

２． プライマリ・ケア領域の急性疾患については当科で診断治療させていただいています。 

３． 科を越えて横断的な対応が必要な患者さんや診断がつかないまま症状が窮迫している患者さん      

の入院主科として治療や療養にあたっています。 

４． 感染症内科と協力し適正な感染症治療の実現を目指しています。 

５． 研修医の診療の基礎を築く手助けになるよう指導をこころがけています。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要入院患者数 新入院患者数 358 名（転科患者を除く） 

 疾患 患者数 

1 誤嚥性肺炎 52 

2 敗血症 29 

3 腎盂腎炎 28 

4 COVID－１９ 28 

4 尿路感染症 28 

4 肺炎・気管支炎 18 

7 電解質異常 14 

8 うっ血性心不全 9 

9 リウマチ性多発筋痛 8 

10 脱水症 7 

当科の入院患者は高齢者が大半で、誤嚥性肺炎を含めた感染症が主病となっています。COVID-19 患

者さんの診療にも対応いたしました。嚥下評価で経口摂取困難と判断され、今後の栄養についてケース

ワークを行い、胃瘻造設に至る症例もしばしばみられました。また、独居老人が救急搬送され帰宅困難

でそのまま入院するケースが増えてきている印象です。非感染性疾患も対応していました。 

若年層の入院は日常生活に支障のある症状を呈しながら診断がついていない、不明熱のような症例が

多く、最終的な診断はさまざまで確定診断に至らないことも珍しくありません。その中にリケッチア感染症

や重症熱性血小板減少症候群がみられることは、当院の立地の特色ではないかと感じています。 

 

● 研究業績 

学会発表 

1) 当院で診断した重症熱性血小板減少症候群（SFTS）６例における診断時の血清中ウイルスコピー

数と転帰についての検討 

岩本 佳隆 

第 96 回 日本感染症学会総会・学術講演会        2022 年 4 月 23 日 
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2) 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（EGPA）に好酸球性心筋炎を合併した１例 

藤本 倫代 

第 126 回 内科学会中国地方会                     2022 年 5 月 8 日 

3) 唾液の誤嚥により陰圧性肺水腫を生じた 1 例 

長尾 彩芽 

第 126 回 内科学会中国地方会                     2022 年 5 月 8 日 

4) 可逆性脳梁膨大部病変（MERS）を合併したオウム病の一例 

井上 智敬 

第 67 回 日本呼吸器学会 中国・四国地方会        2022年 12月 17日 

5) 不明熱を契機に診断に至った無汗症の１例 

江里 悠哉 

第 127 回 内科学会中国地方会                    2022 年 12 月 17 日 

6) 卵形マラリアの１例 

安藤 翼 

第 127 回 内科学会中国地方会                    2022 年 12 月 17 日 

7) 術後の持続する発熱を契機に無汗症と診断した１例 

岩渕 愛央 

第 26 回 日本病院総合診療医学会学術総会         2023年 2月 19日 

8) 可逆性脳梁膨大部病変（MERS）を伴ったオウム病の一例 

髙谷 優 

第 26 回 日本病院総合診療医学会学術総会         2023年 2月 19日 

 

精神科                                              医師 岸口 武寛 

● 診療科の特色 

１． 入院診療 

当院には精神科の入院病床および病棟がないので、入院診療を行っていない。ただし、精神科

入院加療が必要と判断される患者様には、適切な精神科病院への紹介を行っている。 

２． 院内診療（コンサルテーション・リエゾン精神医学、サイコオンコロジー） 

1） 精神科は医師数が少ないため身体疾患入院患者様の治療を優先的に行っている。すなわち、

身体疾患の入院加療中に生じる様々なメンタルヘルス不調（強い不安、抑うつ、せん妄など）

に対して専門的な診察、合理的薬物療法、精神療法を行っており、担当スタッフと連携して、患

者様のメンタルヘルスの回復、および生活の質の改善を支援している。 

2） 当院の緩和ケアチームの精神腫瘍学（サイコオンコロジー）担当医として、悪性疾患の入院患

者様の良好なメンタルヘルスの維持に注力している。 

3） 他院精神科において、従来から精神疾患（統合失調症・躁うつ病・うつ病・アルコール使用障

害・ストレス障害など）で治療中の患者様が、身体の病気のため当院への入院が必要になった

場合において、精神科治療が途切れてしまわないよう、かかりつけ精神科の主治医と連携しな

がら継続診療にあたっている。 

３． 外来診療（一般成人臨床精神医学） 

メンタルヘルスの不調は、多くの人が抱える身近な問題であり、WHO の報告では、生涯に 4 人に

1 人が精神疾患に罹患しうる、と言われている。当科では、うつ病、不安症を中心として、多様な精

神疾患に対する診療を、再診中心に行っている。基本は一般精神科外来であり、専門外来（児童思

春期外来・重度摂食障害・認知行動療法・家族療法・精神分析など）は行っていない。なお、当院は

急性期総合病院でありながらも、常勤精神科医師が 1 名である為、精神科診療については、上述

のように病棟活動に主軸を置いている。よって、外来診療は、再診患者様を中心としており、院外か

らの精神科初診を休止している。 

● 入院診療実績  

R4（2022）年度 精神科初診（院内コンサルト・外来） 主要１０疾患 疾患別臨床統計 

  ICD-10 患者数 

1) 症状性を含む器質性精神障害 F0 154 

2) 精神作用物質使用による精神及び行動の障害 F1 49 

3) 統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 F2 29 

4) 気分障害 F3 61 

5) 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 F4 119 

6) 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群 F5 5 

7) 成人の人格及び行動の障害 F6 4 

8) 知的障害（精神遅滞） F7 5 

9) 心理的発達の障害 F8 11 

10) 児童期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害 F9 13 
 

455 
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